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１ 昭和村社会福祉協議会の概要

はじめに ～社会福祉協議会とは？～

■ どんな仕事をしているの？

社協は・・・

１ 福祉のむらづくり

各市区町村ごとに設置され、地

域の人々が抱えている様々な福祉

課題を地域全体の問題としてとら

え、皆で支えあい・学びあい 「誰

もが幸せに」暮らせる福祉の村づ

くりを進めます。

２ 共に考え活動

地域のみなさん、ボランティアや福祉ＮＰＯ、民生委員児童委員、保健・医療・

教育などの関係機関、社会福祉施設や関係団体、行政機関などの参加協力を得なが

ら共に考え活動を進めます。

３ 民間非営利の福祉団体

自主性と公共性という２つの側面を合わせもった民間非営利の社会福祉団体で

す。

４ 地域福祉の中核機関

社会福祉法にも「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」として規定され、

地域福祉の中核機関として位置付けられています。

昭和村社会福祉協議会 基本理念 （平成２５年４月１日制定）

昭和村社会福祉協議会では、使命である地域福祉を推進するために、全役職員が共通

認識を持つとともに地域住民に社会福祉協議会に対する理解を深めていただくことを目

的に基本理念を制定しています。

私たちは、地域福祉を推進するために、地域の皆さんや
関係機関と協力しあい、「誰もが幸せに」暮らせる福祉の
村づくりを目指します
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社協の組織

令和７年度の本会の会員及び組織の概要は、次のとおりです。

（令和７年度末現在）

１ 会員の状況

本会を支えてくださっている会員及び会費は、次のとおりです。

項 目 会 費 会 員 数 納 入 額

一般会費 １，０００円 １，８０３世帯 １，８０３，０００円

特別会費 ５，０００円 １３口

４，０００円 ２９口 １８１，０００円

賛助会費 ５，０００円 １口

４，０００円 １１口 ４９，０００円

合計 ２，０３３，０００円

２ 組織等

※理事１０～１２名

※評議員２０～２５名
＜理事会＞ 評議員 ２１名

・会 長 １名
・副会長 ２名 監 事 ２名
・理 事 ９名

事務局長 総務地域係

生活支援係
事務局次長

介護事業係

地域包括支援ｾﾝﾀｰ
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３ 事務局

職 種 形 態 職員数

事務局長 村派遣職員 １人

事務局次長 正規職員 １人

総務地域係 正規職員 ３人

（学童クラブ） 嘱託職員 ３人

臨時雇用職員 ８人

非常勤雇用職員 １１人

生活支援係 正規職員 ２人

介護事業係 正規職員 ３人

嘱託職員 １人

臨時雇用職員 ５人 村派遣職員 ２人

非常勤雇用職員 ４人 正規職員 １１人

地域包括支援セ 正規職員 ２人 嘱託職員 ４人

ンター 村派遣職員 １人 臨時雇用職員 １３人

計 ４５人 非常勤雇用職員 １５人

令和７年度基本方針

超高齢化社会の進行や価値観の多様化、長引くコロナ禍での生活環境の変化を背景に、

８０５０問題や虐待・貧困など複合的な課題の顕在化に加え、物価高騰による生活困窮な

ど私達の生活状況は深刻化しております。

また、近年の全国各地における異常気象等による自然災害により改めて人命や財産を守

るためのシステム作りや被災後生活の早期再建に向けた取り組みの重要性と日頃からの地

域住民の繋がりの大切さが再確認されております。

このような社会情勢の中で、地域福祉推進の中核機関である社会福祉協議会に求められ

る役割も平時の地域福祉力の向上や福祉サービスの提供に合わせ、災害時の支援活動など

多岐にわたり、その時々のニーズや地域社会の実態に合わせた事業展開が必要となります。

令和７年度は第２次昭和村地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本理念である｢笑い声

のひびくやさしい村｣と世代や分野を超えて繋がり、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、

地域をともに創っていく｢地域共生社会｣の実現を目指し、行政や関係機関との連携を図っ

た福祉活動を積極的に展開しました。

加えて、中長期にわたり「ガバナンスの強化」「財務の改善」「労働環境と意識の改革」

「透明性の向上」に積極的に取り組み社会福祉協議会の使命を果たせる組織づくりにも努

めました。
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２ 社協と村との協働関係

村からの受託事業 １６事業 2,４５２万円

本会では、次の事業を昭和村から委託を受けて行いました。

事 業 名 受託額 付 記

■生活支援体制整備事業 4,000,000円 人件費･協議体運営費

■食の生活自立支援事業 1,892,800円 2,366食

■家族介護教室･交流事業 150,000円 2回

■介護用品支給事業 734,052円 13人

■一人暮らし高齢者交流事業 297,500円 交流50人･温泉保養20人

■移動支援業務事業 35,500円 14回

■地域支援ケア輸送ｻｰﾋﾞｽ助成事業 109,760円 49回

■要介護認定調査事業 227,500円 65人

■地域包括支援センター事業 15,622,096円 人件費･管理運営費

■地域ケア会議推進事業・一般介護 457,936円 認知症支援･介護予防事業など

予防事業（全６事業）

■権利擁護センター事業 1,000,000円 人件費･管理運営費

計 24,５27,144円

社協と村とで築く福祉の村

昭和村社会福祉協議会 昭和村
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村からの補助事業 ３事業 1,２５３万円

村からの補助を受けて、次の事業を行いました。

事 業 名 補助額 付 記

■社会福祉協議会運営 11,800,000円 ①法人運営
②地域福祉活動推進事業
③災害支援活動など

■シルバー人材センター 700,000円
事業

■認知症高齢者等福祉ｻｰ 38,875円 250円×155.5時間
ﾋﾞｽ利用支援事業

計 12,538,875円

村からの指定管理事業 ４事業 約１億5,053万円

村から指定管理者の指定を受けて、次の４施設の運営を行いました。

指定期間 令和６年４月１日～令和９年３月３１日

事 業 名 収入額 主な収入内訳

■「昭和の湯」運営事業 61,831,387円 ①村指定管理料 32,362,000円

②入館料収入等 29,469,387円

■通所介護施設「昭和の里」 41,040,408円 ①介護事業収入等

運営事業

■昭和村学童クラブ運営事業 47,668,200円 ①村指定管理料 33,323,600円

（南・東・大河原） ②保育料収入等 14,344,600円

■昭和村ふれあい館運営事業 0円

計 150,539,995円
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３ 法人運営部門

基本目標

「地域に親しまれる団体として適正で開かれた法人の運営を組織的に

行います」

決算額 １,７６５万円

（１）適正な法人運営とガバナンスの強化

①理事会・評議員会・監事会の開催

■理事会

理事会では法令及び定款の定めるところにより業務執行の決定を行いました。

[開催状況] 6/3 6/24 12/10 1/25(書面) 3/4 3/24(書面)

計6回

■評議員会

評議員会では、理事の選任や予算及び事業計画など法人の重要事項について

決議しました。

[開催状況] 6/23 1/19 3/23 計3回

■監事会

監事会では、理事の業務執行状況や法人の財産状況について監査しました。

[開催状況] 5/28 12/4 計2回

②正副会長会議・委員会・職員間の調整会議等の開催

■正副会長会議
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正副会長会議は、正副会長及び管理職員が出席し、法人運営のための連絡調

整や部門（事業区分）ごとの経営状況の把握と事業活動、経営戦略等につい

て協議検討等を行いました。また、副会長２名を経理規程に基づく内部監査

人に選任し年３回同会議で内部監査を実施しました。

[開催状況] 12回

■ボランティアセンター運営委員会

ボランティアセンター及び善意銀行の運営に関する事項の審議を行いました。

[開催状況] 8/28 3/26 計２回

■シルバー人材センター運営委員会

シルバー人材センターの運営に関する事項の審議を行いました。

[開催状況] 11/27

■係等代表者会議

職員への伝達事項、係間の業務連絡調整や情報共有を図るために係等代表者

会議を開催しました。

[開催状況] 12回

③適正な人事・労務管理

労働関係法令を遵守した職員の労務管理に努めるとともに働き方改革を実行し

超過勤務の抑制と年次有給休暇の取得を促進し、限られた職員の中でも充実し

たサービス提供に努めました。

（２）財務の改善と効果的な事業展開

①適正な財務管理の推進

財務会計に関する事務処理体制の向上に対する支援業務及び会計顧問業務を継

続して税理士等に委託し、適正な財務管理を推進しました。また、日常的な経

理事務及び出納業務を管理するために経理規程に従い会計責任者と出納責任者

を配置し会計職員を指導監督しました。

②収入予算の確保と経費削減の徹底

昭和の湯収支差額を補填するための指定管理料の増額や学童クラブ一人親家庭

等保育料減免部分の補填など村健康福祉課と協議をし公費財源の増額に努めま

した。また、料金の高止まりが続く原油や電気の使用量の抑制に努めるなど経

費削減を徹底しながらもサービスの低下とならないよう必要な事業経費を確保

しました。

③高い経営意識による経営改善への取り組み

正副会長会議において主要事業の目標値を定めるとともに毎月の実績を確認す

るなど経営意識の高揚に努めました。また、使いやすい決算書や簡易決算書を

作成し法人全体と事業別の経営実績を明確にしました。
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（３）職員意識の改革と労働環境の整備

①職員面談及び人事評価の実施

職員の人事評価実施規程に基づき、全正規職員が年間の業績目標を立て、評価

者と面談を行い、評価期間中に果たすべき役割等について確認をしました。ま

た、全職員を対象に自主点検を実施し、服務姿勢についての確認と必要な改善

を促しました

（４）透明性・公平性を高めるための積極的な情報公開

①広報紙及びホームページの充実

②SNSを活用した情報公開の促進

③活動の「見える化」と情報を届ける「見せる化」の推進

法人ホームページを有効活用し、会議や行事内容等を掲載するなど広く情報の

発信に努めるとともに社協だよりを３回発行して村内全戸に配布をしました。

また、SNS（Facebook）を活用し情報公開の促進に努めました。

■ホームページ活動掲載件数 １１２件（前年度１１０件）

■ ６月１５日（第１０１号）

■１０月１５日（第１０２号）

■ ２月１５日（第１０３号）

（５）災害時における事業の継続と支援活動の強化

■事業継続計画及び災害等緊急時の行動マニュアルに基づき、係等代表者会議に

おいて「事業継続のための日常管理と環境整備」の確認をするとともに９月２

９日に台風による被害を想定し、正規職員を対象に緊急参集及び復旧のための
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被害状況把握訓練を実施しました。

■利根沼田管内市町村社協等で共催する沼田市災害ボランティアセンター設置及

び運営訓練（利根沼田地区資機材プラットフォームにおける資機材運搬訓練並

行）に参加し、災害ボランティアセンターの機能や役割等について体験し学び

ました。

３月８日 １２名参加

（６）その他法人運営上必要となる活動

①第４次発展強化計画の策定

社会福祉協議会の使命が果たせる組織をつくるために現状の課題を役職員間で

共有をし、積極的にその改善を図ることにより地域住民や行政、関係機関等の

期待に応えられるよう第３次発展強化計画を踏襲し、着実に次のステージへ進

むための経営・運営方針を定めました。



- 10 -

４ 地域福祉部門

基本目標

「地域住民主体による地域福祉を推進するために、地域の皆さんの

参加・協力による助け合い、支え合いの福祉活動を展開します」

決算額 １,００７万円

（１）地域の皆さんと協働した地域活動の推進

①地域住民参画による地域福祉活動の推進・検証・改善

実績無し

②各種団体等の活動支援及び助成

団 体 名 主 な 活 動

１ 昭和村老人クラブ連合会 スポーツ大会（村）、輪投げ大会（村）、ゲートボール大会（村）、

役員研修会、など

２ 昭和村母子会 活動休止中

３ 昭和村身体障害者の会 活動休止中

４ 昭和村手をつなぐ親の会 奉仕作業、交流事業、など

５ 昭和村更生保護女性会 社会を明るくする運動、薬物乱用防止活動、など

６ 昭和村遺族の会 護国神社例大祭参列、靖国神社参拝（２年に１回）、など
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③小地域福祉活動支援の充実（ふれあい・いきいきサロンの推進）

小地域を対象にひとり暮らし高齢者や家に閉じこもりがちな方々が、仲間づく

りや生きがいづくりに気軽に出かけられるサロン活動を推進するとともに、必

要な活動費の助成をしました。また、今後のふれあい・いきいきサロン等小地

域福祉活動や見守り支援事業について協議検討しました。

■ふれあい・いきいきサロン数 ２８箇所（前年度２８箇所）

■きずなサポーター人数 １４８名（前年度１５５名）

■きずなサポーター会議 ６回（前年度６回）

④ホームページを活用した情報の発信

法人ホームページを積極的に活用し地域福祉活動について広く情報を発信する

よう努めました。

（２）地域力の向上と、住民意識を高めるための計画的な
事業展開

①ボランティアの育成及び活動推進（ボランティアセンターの運営）

地域で生活している人々が中心となり、各種の地域福祉活動や主体的な参加を

通し、ボランティアを身近に感じることで、住民の福祉意識向上に努め、福祉

ニーズの向上が図られるよう地域支援体制の整備と協働の輪を広げていくこと

を目的にボランティアセンターを運営しました。

■ボランティア協議会の活動支援

昭和村ボランティア協議会に助成をするとともに事務局として活動を支援し

ました。

[主な活動] 配食サービス、環境整備など

■ボランティア活動保険の加入助成

地域のボランティア活動の活性化を図るとともにボランティア活動中の事故

等を補償するためにボランティア活動保険の加入を促進し保険料の一部を助

成しました。

[助成者数]１９９名（前年度１９５名）
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■個人ボランティアの登録及び派遣

地域のボランティア活動を希望される個人等を把握・登録し、ボランティア

を必要とする施設や地域の福祉活動を紹介しました。

[登録者数] 個人ボラ１２名・災害ボラ１７名・団体１３組

（前年度個人ボラ１２名・災害ボラ１７名・団体１３組）

■ボランティアセンターだよりの発行

実績なし

■傾聴ボランティア「よりそい」の活動支援

会議の開催 2回 地域視察 1回

■ボランティアスクールの開催

実績なし

■小中学校福祉作文・ポスターコンクールの実施

明日を担う児童・生徒が日常生活の中で福祉について考え、気付きを通して「

優しさや豊かな心を育むこと」を目的に小中学校福祉作文・ポスターコンクー

ルを実施しました。

[応募作品] ポスターの部 ４点（前年度６点）

作文の部 ８点（前年度５点）

■福祉教育の充実

村内小学校児童が学業を通じて互いに福祉について考え学び、理解を深める

ことを目的に福祉教育の充実を図りました。

[延べ回数] 大河原小学校 ３回

南小学校 ３回

東小学校 ３回

昭和中学校１回

（地域包括支援センターと協働による認知症サポーター養成講座）
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■エコキャップの収集活動

ペットボトルのキャップを集めることにより、発展途上国の子ども達にワク

チンを届けるボランティア活動を通じ、地球の環境保全と世界の子ども達の

命を守ろうというエコキャップ推進運動に取り組みました。

[３月末現在] 累計６,４１４㎏ ２,７５８,０２０個

ワクチン１,２８３.８人分

■善意銀行（寄付金品） 計２０件 １，８７９，０６８円

「福祉に役立てて欲しい」と個人・団体から寄付金品をいただきました。

金子 輝 様 １，５００円

ますみ会 様 １０，０００円

昭和村そば生産組合 様 １０，０００円

株式会社 新鮮便 様 ２０，０００円

味の素ファインテクノ株式会社 様 １２８，０００円

ＺＡＣＲＯＳ株式会社 様 ８０，０００円

昭和村ボランティア協議会 様 ２３５，３１９円

（福祉バザー）

昭和村商工会 様 １２，７４９円

ちびっこ商店街（ｸﾞﾙﾄﾝｺﾝﾊﾟﾊﾟｼｷﾆﾋ） 様 ５，０２９円

ちびっ子商店街（SHOWA＆南SDGs） 様 ３，９６６円

赤城林間学園 様 ２１，５００円

昭和村ゴルフクラブ連合会 様 １５０，０００円

オパールのかき氷屋 様 ５，０００円

生方三雄 様 １００，０００円

匿名希望 様 １，０００，０００円

匿名希望 様 ５，０００円

二七会 会員一同 様 ３７，４０７円

匿名希望 様 ２，０００円

匿名希望 様 ５，５３０円

昭和の湯募金箱 ４６，０６８円

[主な使い道]

ふれあい・いきいきサロン助成金 ２５０，０００円

障がい者職業訓練事業 １７１，５６０円

＊主な事業のみを記載していることから合計額とは一致しません。

②住民意識の向上に繋がる講演・イベントの開催

■福祉セミナー…開催なし
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（３）地域福祉活動計画に基づく地域福祉の推進

①第２次地域福祉活動計画に基づく地域福祉推進の実践的活動計画の基本理念に

基づき、地域福祉の推進に努めました。

（４）その他地域福祉を推進するための活動

①社会福祉法人連絡会の開催

昭和村内の社会福祉法人が相互に情報交換を行い、地域の課題やニーズを把握

し、連携と協働を図ること等を目的に社会福祉法人連絡会を開催しました。

[実施回数] １回（前年度 実績無し）

②地域福祉活動の実践方法についての検討

実績無し

③地域包括ケアシステムの取組（重層的支援体制整備事業についての村との協議）

会議や研修会への参加により関係機関との連携を強化するとともに理解を深める

よう努めました。

[参加実績] ５回（前年度 実績無し）

７／３１ 包括的な支援体制整備推進に係る研修会

９／８ 包括的支援体制整備研修会

９／９ 重層的支援体制整備事業研修会

１／１５ 包括的な支援体制整備に係る情報交換会

１／３０ 小規模市町村等における包括的な支援体制整備のための

新たな仕組み等に関する説明会

④その他地域福祉を推進するための活動

■共同募金会事業

共同募金会昭和村委員会の事務局として、赤い羽根募金、歳末たすけあい募

金運動を実施しました。集められた募金は、県内の各福祉施設や福祉団体に

配分されます。なお、本会では次のような事業を行っています。
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[募金実績]

赤い羽根募金 歳末たすけあい募金

１,０３３,００６円 １,５９８,２８５円

①戸別募金 ８９2,０００円 ①戸別募金 ８９４,０００円

募 募

②学校募金 １５,８７０円 ②法人募金 ６１６,３５０円

金 金

③イベント募金 ３３,４６８円 ③職域募金 ５８,８７７円

内 内

④職域募金 ８６,２０６円 ④個人募金 ７,５６７円

容 容

⑤その他の募金 ５,４６２円 ⑤その他の募金 ２１,４９１円

[配分事業実績]

赤い羽根募金 歳末たすけあい募金

８６２,０８２円 １,６１３,４５９円

①オムツ給付 １５９,５００円 ①出産祝品 ４３５,０００円

主 ②福祉作文ポスターコンクール 主 ②年始特別配食 ８０,０００円

６４,９００円

な な

③敬老慰問 １９２,０００円 ③オムツ給付 １５９,５００円

事 事

④配食サービス ２４２,０００円 ④障がい者施設助成

業 業 ３００,０００円

⑤福祉まつり ４７,５６８円

⑤子育て支援施設助成

１００,０００円

＊主な事業のみ記載していることから合計額とは一致しません。

■敬老会及び福祉大会

感染症対策を講じ、慶祝者及び表彰者のみを招待し開催しました。

表彰状（感謝状）の贈呈 ６名（前年度８名）

敬老会 ダイヤモンド婚 ２０組（前年度８組）

金婚 １７組（前年度２０組）

傘寿 ６２名（前年度６１名）
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■敬老慰問

９５歳以上の在宅高齢者を昭和村と共に慰問しました。

３,０００円分相当の「昭和村商工会商品券」を贈呈。

[対象者数]６４名（前年度６０名）

■高齢者ふれあい交流会

村内のひとり暮らし高齢者等を対象に、心身のリフレッシュや交流を図りま

した。

[交流事業] ２回 延べ５０名（前年度２回 ５３名）

[温泉保養（日帰り）] １回 ２０名（前年度１回 ２１名）

■障がい者施設への助成

村内の障がい者施設事業への助成を行いました。

たけのこ学園

くりのみ学園

星夜の森学舎 各１０万円（前年度同額）

■障がい者職業訓練協力事業

本会業務の一部を、村内の障がい者施設へ委託

をしました。

[実施回数] １５回（前年度１５回）

[延べ訓練者数] ４５名（前年度４５名）

■ひとり親家庭支援事業

ひとり親家庭の学童クラブ保育料の減免を行い

ました。

[延べ児童数] ２３６名（前年度２６８名）

[減免額] ４４４,６００円（前年度４８９,８００円）

■子育支援施設への助成

村内の子育支援施設事業への助成を行いました。

子育保育園 １０万円（前年度同額）

■相談援助実習の受け入れ

１名 高崎健康福祉大学（前年度 実績無し）

■福祉協力校への助成

南小学校 ６４,０００円

東小学校 ４３,０００円

大河原小学校 ２３,０００円（各前年度同額）

■高齢者疑似体験装具の貸し出し

実績無し（前年度 実績無し）

■法外援護費支給事業
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実績無し（前年度 実績無し）

■火災見舞品贈呈事業

１件（前年度 実績無し）

■自動販売機の設置運営事業

昭和村公の施設利用者の便宜と福祉財源確保のために、自動販売機を設置し

運営しました。

[賃貸料収入] ７９２,１８９円

（前年度７８９,７４８円）

[設置場所]

ふれあいグリーンパーク・多目的屋内運動場・中野観光トイレ・赤城原観光

トイレ・ふれあい館

■福祉まつり

[開催期日]10/5 昭和の秋まつりと同日開催

[主な催し]福祉なんでも相談会

福祉作文ポスターコンクール表彰式

災害用資機材展示

ボランティア協議会福祉バザー

更生保護女性会啓発活動

民生委員児童委員協議会共同募金活動

■安心お守りカード設置事業

ひとり暮らし高齢者等が自宅で具合が悪くなり救急車を呼ぶときや離れて暮

らす家族に連絡をとるときなどに備えておくと安心・便利な安心お守りカー

を設置しました。

[３月末現在登録者数] １４３名（前年度１４７名）

■出産祝金品贈呈事業

未来を担う子どもの誕生を祝うために出産祝品を贈呈しました。

[件数]２９件（前年度３０件）

■沼田市認知症にやさしい地域づくりネットワーク

村や協力事業所と連携をし、認知症高齢者の方とその家族が地域で安心して暮

らせるよう、日常の見守りと緊急時のネットワークを推進しました。

[登録事業者数]２１件 所在不明情報発信数 ９件

■昭和村安心お守り隊の推進

「健康づくり」「挨拶運動」「動物愛護」「見守り活動」をまとめてやっちゃお
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うというとっても欲張りで一石二鳥？三鳥？四鳥？な地域のボランティアパト

ロール活動を推進しました。

[登録者数]個人１５3名 施設（団体）７箇所
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５ 生活支援部門

基本目標
「高齢者の要介護状態等を予防し、社会参加をしながら地域において
自立した日常生活が営めるよう支援します」

決算額 ３,６０７万円

（１）地域包括支援センターの受託運営

①高齢者に対する総合相談支援の充実と権利擁護の推進

高齢者に関する様々な相談を受け付け、適切な機関・制度・サービスにつなぐ

など継続的な支援を行いました。

延べ相談件数 ６５６件（うち権利擁護に関する相談９件）

（前年度 ７９４件（うち権利擁護に関する相談１９件）

②関係機関等との連携による実態把握の強化

村が行う高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について、関係者による

打ち合わせに参加し、協力体制や情報共有を図りました。

③適正な包括的・継続的ケアマネジメント支援

関係機関との情報共有・連携強化、個別ケアマネジメントに対するサポートを

行うことで、本人や家族が必要なときに必要な社会資源を途切れることなく活

用できるよう調整しました。

包括的・継続的ケアマネジメント支援件数 ４７件（前年度９６件）

④質の高い介護予防ケアマネジメント業務及び指定介護予防支援

心身・生活状況、その他の環境、本人・家族の要望などに基づき、対象者の自

立支援を意識した介護予防サービス・支援計画を提案し、地域で充実した生活

を送れるよう支援しました。また、対象者の利便性を考慮した上で、必要に応

じて他の居宅介護支援事業所に業務を委託しました。

【包括】延べ利用者数 ８８９名 １ヵ月平均 ７４．１名

（前年度 延べ利用者数 ７５９名 １ヵ月平均 ６３．２名）

【委託】延べ利用者数 ２５４名 １ヵ月平均 ２１．２名

（前年度 延べ利用者数 ２７２名 １ヵ月平均 ２２．６名）
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⑤関係機関との連携による認知症総合支援業務と在宅医療・介護連携推進業務へ

の取り組み

日常的な連絡調整、会議や研修会への参加により関係機関との連携を強化する

とともに理解を深め事業の推進に努めました。また、様々な対象者に向け認知

症サポーター養成講座を開催し、認知症に関する正しい知識の普及啓発に努め

ました。

■認知症サポーター養成講座の開催

1/23 支えあい地域づくりセミナー参加者 ２３名

2/27 昭和中学校１年生 ４９名

■認知症サポーターキャラバン・メイト養成研修

6/25 １名修了

■認知症地域支援推進員研修 新任者研修

8/19 8/20 １名修了

■群馬県認知症疾患医療センター内田病院 連携協議会

7/23 3/18 各１名出席

■認知症初期集中支援チーム検討委員会

7/23 3/18 各１名出席

■「ぬまたとね医療・介護連携相談窓口」実務者会議

5/21 １名出席 7/16 １名出席 9/17 書面会議

1/28 １名出席

■「ぬまたとね医療・介護連携相談室」運営会議

８/27 3/17 各１名出席

■利根沼田圏域在宅医療・介護連携運営推進協議会

9/2 2/5 各１名出席

■「ぬまたとね医療・介護連携相談室」主催の研修会

6/5 6/26 7/17 8/28 10/30 12/24 各１名参加

⑥チームオレンジの推進

傾聴ボランティア「よりそい」と協力し、認知症カフェ・チームオレンジの

立ち上げについて協議を重ね、「Ｃａｆｅよりそい」をオープンしました。

■打ち合わせ会議 4/30 6/17 7/31

■Ｃａｆｅよりそい（8/21オープン）

第２・第４木曜日 １４時～１６時開催

延べ開催日数 １５日 延べ参加者数 ２１６名

⑦各種地域ケア会議の開催
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村内介護保険事業所との課題や情報の共有等を目的とした地域ケア会議を開

催し、地域包括ケアシステムの構築に向けた施策の推進に努めました。

■地域ケア推進会議 9/11 出席者 １９名

2/16 出席者 ２２名

■自立支援型地域ケア個別会議 9/11 出席者 ２７名

2/16 出席者 ２６名

⑧地域における一般介護予防の充実推進

介護予防に関する知識を普及・啓発することにより、高齢者が要介護状態と

なることをできる限り予防し、自立した日常生活を営むことができるよう支

援しました。

■らくらく筋トレ大会の開催

12/2 参加者 １６名

■音楽療法会の開催

11/10 11/11 11/12 11/13

延べ参加者 １１５名

■きずなサポーター会議の開催

4/25 6/27 8/29 10/31 12/13 2/27

延べ参加者 １６８名

■健康麻雀（11/13オープン）

第１・第３・第５木曜日 １３時３０分～１６時３０分開催

延べ開催日数 １０日 延べ参加者数 １７２名

■理学療法士のサロン訪問

訪問サロン １５カ所 延べ参加者 ８８名

⑨その他の実施事業

村からの委託を受け要介護認定調査を実施しました。

調査件数 ４０件（３１件）
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（２）生活支援体制整備事業の受託運営

①生活支援コーディネーターの配置

市町村が取り組みをする包括的支援事業のうち生活支援体制整備事業を村から

受託し、生活支援・介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネー

トを行う生活支援コーディネーターを配置しました。

○生活支援コーディネーター配置 １名

②協議体の設置と定期的な会議の開催

助け合い活動・通いの場など地域の様々な活動の

充実推進を図るため協議体を構成し定期的に会議

を開催し、また、構成員による地域の見守り活動

も行いました。

[開催状況] 5/16 7/16 9/18 11/17

1/22 3/25 計6回

③新たな生活支援サービスの創出

協議体会議を定期的に開催し、各構成員の様々な

立場から情報や意見をいただきながら、地域活動

の充実推進を図るための協議を進め、令和6年８

月から運行を開始した「昭和村お買い物号」を継

続して運行しました。

［運行状況］4/25 5/16 6/27 7/18 8/22

9/26 10/24 11/28 12/19 1/23 2/20 3/27 計１２回

［登録者］ ５名（令和8年３月現在）

④各関係機関との情報共有

利根沼田ブロック生活支援コーディネーター情報交換会に定期的に参加をし他

市町村との情報交換を行いました。また、地域ケア推進会議に協議体正副会長

及び生活支援コーディネーターで参加をし関係機関と連携を図るとともに必要

に応じて協議体の取り組み等について情報提供をしました。

（３）生活支援事業の充実

①低所得世帯への生活指導・資金援助及び日常生活自立支援事業の受託運営

■生活福祉資金貸付事業

[相談件数] ２件（前年度３件）

[貸付件数] ２件（前年度１件）

[３月末現在利用者数] ３名（前年度１名）

■小口生活資金貸付事業

一時的な生活費・医療費等の生活資金の支出困難な世帯に対して必要な小口

資金の貸付を行いました。
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[貸付件数] 延べ２７件（前年度２７件）

■生活困窮者自立相談支援事業

[３月末現在利用者数] ２名

[支援調整会議] １２回

[生活困窮者生活・就労相談会] 参加者１名（前年度３名）

■日常生活自立支援事業

判断能力が低下している高齢者等の自立支援のため、基幹社会福祉協議会と

して日常生活における金銭の預かりサービスなどを行いました。

[３月末現在利用者数] １３名（前年度１２名）

②家族介護者に対する支援事業

■介護用品支給事業

村内に居住する概ね６５歳以上で要介護４・５の方、認知症高齢者・重度身

体障がい者等で寝たきり状態、失禁状態にある方、また療育手帳Ａを持って

いて失禁状態にある方に年間７万５千円を限度にオムツを給付しました。

実利用者数 １３人（前年度１９人）

事業費 ５３４,０５２円（前年度６4７,1８1円）

■オムツ給付事業

村内に居住する概ね６５歳以上の高齢者及び障がい者(児)で常時オムツを使

用している方に年２回（６月・１２月）オムツを給付しました。

延べ利用者数 １１8人（前年度１１2人）

■福祉用具・福祉車両の貸し出し

要介護者や障がい者の方の自立生活の助長と本人並びに介護者の負担軽減を

図るために、車椅子やベッド、車いす等のまま乗り降りできる福祉車両等を

貸し出しました。

【福祉用具】延べ利用者数 ２６人（前年度２５人）

【福祉車両】延べ利用者数 ７０人（前年度６３人）

■家族介護者教室・交流事業

在宅で介護をされているの方の心身のリフレッシュと介護者相互の交流を目

的に介護者の集いを行いました。

9/26 3/6 延べ参加者 9人（前年度 8人）
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③フードバンクの実施

家庭等で余っている未利用食品を寄付していただき、食べ物を必要とする人の

もとへ届けるフードバンクを実施しました。個人・団体等からお米、乾麺、缶

詰などの寄付をいただき、必要とする方のもとへ届けました。

延べ配布件数 57件（前年度101件）

④その他在宅生活を支援するためのサービス提供

■食の生活自立支援事業

村内に居住する概ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯

を対象に原則週２回お弁当を配達し栄養面の管理と併せ安否確認しました。

利用料 １食２００円

延べ配食数 ２,366食（前年度2,231食）

■ケア輸送サービス

一般の公共交通機関を単独では利用困難な方々を対象に、介護職員が事業用

自動車により安心安全な移動サービスを行いました。

利用料 ３０分 ２,４９０円（村からの助成対象者は、２５０円）

延べ輸送回数 ５7回（前年度５0回）

■暮らしサポート応援事業

介護保険サービスや地域在宅福祉サービス利用者を対象に訪問介護事業の該

当とならない家事や介護、その他のサービスを提供しました。

利用料 ３０分まで ８００円

６０分まで １，５００円

延べ利用回数 ２9回２5.５時間（前年度２5回24.5時間）

■デマンドバスの予約代行

村のデマンドバスの予約が困難な高齢者等の代理で予約を行いました。

延べ利用者数 １名（前年度1３名）
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６ 成年後見部門

基本目標
「認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が不十分
な方々が安心して生活できるよう適切な成年後見制度の相談支援
等を行います｣

決算額 １１万円

（１）権利擁護センター（中核機関）の受託運営

①行政及び関係機関との連携

成年後見制度利用促進事業圏域別情報交換会に行政職員と出席し、利根沼田管

内各市町村の取り組みについて情報交換をし連携を深めました。

②成年後見制度の普及啓発

成年後見制度の普及啓発を目的に地域包括支援センターで開催したセミナーに権

利擁護センター職員が出席し成年後見制度の説明を行いました。

■ささえあい地域づくりセミナー １／２３ 権利擁護ってなに？

参加者２３名

③成年後見の適切な相談支援及び関係機関への繋ぎ

成年後見制度に関する相談を受け付け、問題解決のお手伝いをしました。また

、エンディングノートを事務所に備え作成等の支援が行える環境を整えました。

[相談件数] ４件 日常生活自立支援事業の事業説明・情報提供 ２件

日常生活自立支援事業への繋ぎ ２件

成年後見制度の制度説明・情報提供 ２件

④成年後見制度利用促進・連携協議会の開催

行政機関や専門職、関係機関等との連絡や情報交換を行い、相談の問題解決の

連携体制を構築するために成年後見制度利用促進・連携協議会（協議会）を開

催しました。
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[開催状況] 6/１９ 2/1８ 計２回

（２）法人後見事業の実施

本会が、法人として成年後見制度における成年後見人等になり判断能力が不十分

な方のサポートを行いました。また、原則として月１回、成年被後見人等の居所を

訪問し、安否の確認を行うとともに、心身の状態及び生活の状況の把握に努めました。

受任件数 成年後見２件（精神障害・認知症）

預貯金等の管理・解約 延べ３２回（内２２件入院費用支払い）

年金手続き 延べ １回

行政手続き 延べ ６回

他の手続き 延べ１２回

GH体験支援 延べ 7回

①法人後見専門員の選任及び資質向上への取り組み

法人後見専門員を２名常勤兼務で選任し法人後見事業実施に必要な体制を整え

ました。

■令和７年度法人後見実施社協情報交換会 ５/２９ ２名

■令和７年度行政職員等研修 ９/２４ ２名

■みなかみ町成年後見サポートセンター講演会 １１/７ ２名

■身寄りのない人の支援 １２/２ １名

■令和７年度法人後見専門員養成研修会 １２/５・８ ３名

■令和７年度利根沼田自立支援協議会特別研修会 １/２９ ２名

②法人後見運営委員会の開催

受任の適否の判断や後見業務の指導を行う法人後見運営委員会を開催しました。

[開催状況] １０/２2 計１回

③被後見人の心身の状態・生活状況の把握

１ヶ月に一回の頻度で面会、その他電話にて心身の状態及び生活の状況の把握に

努めました。

④被後見人への適切な相談支援及び関係機関との連携・繋ぎ

病院及び入所施設の相談員等と連携し被後見人の心身の状態及び生活の状況の把

握に努め、被後見人にとって最もよい方法を検討し支援しました。
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７ 学童保育部門

基本目標

「児童や家庭に対し分け隔てなく保育を行い、豊かな愛情を持って

接し児童の健全育成に努めます」

決算額 ３,５９２万円

学童クラブの運営

本会では、昭和村から昭和村学童クラブの指定管理者の指定を受け、放課後の留守家

庭児童を対象に健康管理、健全な遊びの指導等を行っています。

①東学童クラブ

②南学童クラブ

③大河原学童クラブの３施設の運営を行っています。

■保育料：日額１,０００円

通年利用は月額１０,０００円が上限

■ひとり親家庭、兄弟姉妹同時利用や生活保護受給

世帯は減免・減額があります。

■学校休校日及び夏休み等の長期休校日の受入も行っています。

（８月１３日～１５日及び１２月２９日～翌年１月３日はお休み）

■職員体制

クラブ名 主務支援員 補助支援員 登録支援員

東学童クラブ １人 ２人 2人

南学童クラブ １人 ５人 7人 ※南学童は２単位

大河原学童クラブ １人 １人 ２人

計 ３人 ８人 １1人

■実績

クラブ名 延 べ 児 童 数 １日平均児童数

東学童クラブ ８,２１１人（前年度 ６,６１２人) ２８.６人

南学童クラブ １２,８９３人（前年度１１,５０８人） ４６.７人

大河原学童クラブ ４,２６２人（前年度 ３,５２３人） １４.９人

計 ２５,３６６人（前年度２１,６４３人）
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（１）児童が安全に快適に過ごせる環境整備と体制づくり

①児童と支援員の信頼関係の構築と学童間の連絡・連携強化

日々の保育において児童との信頼関係の構築に努めるとともに、支援員会議及

び主務者会議において保育方法等についての情報共有や協議検討を行いました。

また日々の各学童クラブにおけるミーティングで児童の様子を共有し、支援方

法やコミュニケーション方法について確認をしました。

②保護者及び関係機関との連絡・連携強化

日々の送迎時やべんりノートを通して保護者との連絡強化を図るとともに緊急

時一括送信メールシステムも適宜活用し感染情報や開所情報等の発信に努めま

した。また、新１年生及び新規入会の保護者と児童に対しては個別面談を開催し、

安心して利用できるように努めました。さらに、年度初めに開催される昭和村

小学校学社連携担当者等合同会議に出席し、学校や教育委員会、放課後子ども

教室の担当者との情報交換や連携を図りました。

③防災・防犯訓練の実施

主務支援員及び事務担当者で２月に水害についての講座を受講し、３月に火災

を想定した避難訓練を実施しました。

（２）魅力ある学童にするための取り組み

①イベント・遊び・地域や世代間交流の実施による楽しい時間づくり

夏休み期間中のイベントとして、昭和の湯でのイベントを３学童クラブ合同で

実施しました。また、各学童クラブにおいて毎月の誕生日会や、クリスマスイ

ベントなどを行い、楽しみのある学童クラブを目指しました。

②他学童クラブ等との情報共有

事務担当者及び主務支援員で構成をする支援員会議を毎月、主務者会議を毎週、

全支援員が出席する全体会議を年２回開催しました。また、日々の各学童クラ

ブにおけるミーティング等を通して学童間及び職員間の連絡・連携強化に努め

ました。

③安心・安全な生活の場の提供

日々のミーティング、支援員全体会議等を通じ適切な支援方法の習得に努め児

童・家族が安心して利用できる環境整備をしました。

④児童・保護者へのアンケートの実施

実績無し
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（３）児童や家庭への分け隔てない支援の実施

①支援員の資質向上と自主点検の実施

自主点検の実施、管理者、事務担当者及び全支援員が参加する全体会議において

専門職を講師に招き、支援方法の見直しを図りました。

②時代にマッチした適切な支援・保護者対応の習得

定期的に利根沼田指導員会議などに参加し適切な対応について学びました。ま

た、全体会議において、保育マニュアルの見直しを行い時代に合った支援や対

応について協議しました。

③特別な支援を要する児童への適切な対応を図るための専門職との連携

ぐんまこどもの国児童会館にて開催された、児童厚生員等研修会へ参加したり、

全体会議において専門職より特別な支援を要する児童への適切な保育対応等を

学びました。



学童クラブ

【利用者と事業収入の推移】 ※３学童合計値で指定管理料を含む

年　　度 延べ児童数 事業収入

平成２５年度 22,187人 26,745,300円

平成２６年度 23,262人 27,761,900円

平成２７年度 23,736人 28,307,700円

平成２８年度 27,006人 33,530,800円

平成２９年度 27,884人 44,997,000円

平成３０年度 30,951人 46,031,400円

令和元年度 28,913人 48,566,400円

令和２年度 20,766人 46,091,000円

令和３年度 20,499人 39,684,600円

令和４年度 19,495人 40,618,200円

令和5年度 18,505人 40,822,800円

令和6年度 21,643人 42,946,600円

令和7年度 25,366人 47,688,200円

【推移グラフ】
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８ 福祉センター昭和の湯部門

基本目標

「利用者の意見や社会の変化に合わせて柔軟で迅速な対応を行い、

皆に愛される施設を目指します。」

決算額 ６,１５８万円

昭和の湯の運営

本会では、昭和村より昭和村総合福祉センター「昭和の湯」の指定管理者の指定を受

け、管理運営を行っています。

■入館者数と事業収入の推移

年 度 延べ入館者数 事業収入

令和 元年度 ９６,６６６人 ４８,４９７,０６４円
（うち指定管理料

１７,０７７,０００円）

令和 ２年度 ６９,６４３人 ４２,６５５,８７８円
（うち指定管理料

２１,５７７,０００円）

令和 ３年度 ８０,５１７人 ４５,４７７,２８５円
（うち指定管理料

１９,２３９,０００円）

令和 ４年度 ８１,１７１人 ４８,９９６,８１４円
（うち指定管理料

２２,０００,０００円）

令和 ５年度 ７４,０４４人 ５１,７８６,２３５円
（うち指定管理料

２２,０００,０００円）

令和 ６年度 ７３,５５９人 ５６,６２７,２５６円
（うち指定管理料

２６,４００,０００円）

令和 ７年度 ７３,６９９人 ６１,８３１,３８７円
（うち指定管理料

３２,３６２,０００円）
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（１）施設の維持管理及び運営に必要な財源の確保

①事業収入増と支出削減による経営改善

管理者及び関係職員による打ち合わせ会議を適宜開催し、事業収入増・支出削

減について協議検討をし様々な取り組みを行い経営改善に努めました。

②燃料費及び水道光熱費の使用量増加の抑制

季節や営業時間等に応じた機械運転時間を心掛け灯油や電気の使用量の抑制に

努めました。

③指定管理者として村との情報共有

事業収入増と支出削減による積極的な企業努力をもってしても解消することが

出来ない赤字部分の補填について指定管理料として支援を受けました。

[村からの指定管理料]

令和３年度 １９,２３９,０００円

令和４年度 ２２,０００,０００円

令和５年度 ２２,０００,０００円

令和６年度 ２６,４００,０００円

令和７年度 ３２,３６２,０００円

④社会情勢を鑑みた運営維持の為の柔軟な対応

物価高騰や燃料費、光熱費が高騰する中、支出削減や使用料抑制に努めました。

（２）サービス向上及び増収への積極的な取り組み

①関係職員等による打ち合わせ会議及びサービス向上に繋がる接遇の修得と実施

管理者及び関係職員による打ち合わせ会議を適宜開催し、年間行事の確認、イ

ベントの企画及び内容検討、来館者アンケートの確認を行い必要な改善を図る

とともに積極的にサービス向上への取り組みを行いました。

②状況に応じた各種イベントの実施

■主な取り組み内容

スタジオ・ガク、昭和村盆栽愛好会によるエントランスホールの飾り付け、

村内保育園児の作品展示（年２回）、毎月２６日に無料券配布など

③関係者及び関係機関との連携によるサービス向上の取り組み

④関係機関との連携及びSNSを活用した幅広いPR活動

関係機関との連携により利用者増、事業収入を確保できる様、ホームページに
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てイベント予告や施設の状況等の発信を行いました。活動内容としては、「昭

和村×片品村夏のおでかけスタンプラリー」「利根沼田みのりの里デジタルス

タンプラリー」「群馬１００名湯」などに協力しＰＲ活動を実施しました。ま

た、館内にアンケート回収箱を設置しお客様の声を反映できるよう努めました。

⑤施設内外の清潔保持と安全確保の徹底

日常的な清掃と休館日の設備メンテナンスや業者委託による定期的な館内清掃

及び植木の剪定や除草作業、落ち葉の片付けなどを適宜行い施設内外の清潔の

保持を徹底しました。

（３）老朽化した修繕箇所への計画的かつ迅速な保守対応

①大規模な施設設備修繕の村への要望と迅速な対応

村への予算要望に合わせ施設設備の老朽化度合いの確認を行い、村の負担で適

宜修繕を行いました。

■主な村負担の修繕

FRPタンク塗装修繕、井戸水循環ポンプ交換工事、洋風風呂三方弁交換工事

など

■主な本会負担の修繕

ウォシュレット交換修理（女子トイレ・多目的トイレ・和風風呂トイレ）、和

風サウナ室天井張替工事など

（４）温泉でリフレッシュ事業の継続実施

①幅広いPR活動を通じた利用者の増加

概ね６５歳以上の高齢者を対象に、昭和の湯

までの無料送迎を行い、温泉利用と地域交流

の支援をしました。

[延べ利用者数] ４５０人（前年度６２０人）



昭和の湯

【入館者数と事業収入の推移】

年　　度 入館者数 事業収入

平成２５年度 98,308人 3,298万円

平成２６年度 103,197人 3,425万円

平成２７年度 103,774人 3,374万円

平成２８年度 97,757人 3,140万円

平成２９年度 97,168人 3,153万円

平成３０年度 93,551人 3,014万円

令和元年度 96,666人 3,142万円

令和２年度 69,643人 2,107万円

令和３年度 80,517人 2,623万円

令和４年度 81,171人 2,699万円

令和５年度 74,044人 3,022万円

令和6年度 73,559人 3,022万円

令和7年度 73,699人 2,947万円

【推移グラフ】
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９ シルバー人材センター部門

基本目標

「高齢者に対し補助的短期的で安心で安全な就業機会を提供し、生

きがいの充実及び社会参加等福祉の増進に努めます。」

決算額 ２,７４３万円

シルバー人材センターの運営

■会員数 ２２名（３月末）

■作業受注件数 １６０件 （前年度１４０件）

（公共５８件・企業５１件・個人５１件）

■就業延人員 ３，５７３名

■契約金額 ２８,４４２,８９２円

配 分 金 ２１,４３７,７０４円

機械使用 １,８８９,６００円

事 務 費 ３,６２１,９６７円

そ の 他 １,４９３,６２１円

■配分金支出 ２３,６３２,０１６円

配分金 ２１,５８１,５８６円

機械使用料 ２,０５０,４３０円

（１）会員の加入促進

①広報紙等を活用した組織の紹介・啓発活動

社協だよりに掲載し啓発に努めました。

②会員の意欲ある活動を推進し、運営への参加を図るための加入促進

社協だよりやパンフレット等を活用し会員の新規加入促進に努めました。

[新規加入] ３名（女性０名）

（２）就業機会の確保と就業環境の調整と整備

①事業を円滑に推進するための村及び関係機関・団体との連絡調整

村や村内の企業等と連絡調整を行いました。

②安定した会員への仕事の紹介と年間を通じたバランスのある就業機会の創出

それぞれの会員に適した仕事の提供に努めました。

③フリーランス法に対応した就業条件の新たなシステム条件の構築

会員に「就業条件明示書」を交付しました。
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（３）会員の作業中の安全確保対策

①安全な就労確保のために各作業に必要な安全整備と講習会等への参加促進

センターで安全靴と笛、救急セットを整備し作業に係る安全対策を講じました。

②作業中の安全対策への指示・教育の徹底

現場責任者を中心に請負作業に応じた安全対策を講じ、事故の無い作業を徹底

しました。



- 37 -

１０ 介護保険部門

基本目標
「法令を遵守しながら、要介護者・要支援者及びご家族の方々との
信頼関係を大切にして利用者個々のニーズに適切に対応したサー
ビス提供を目指します」

決算額 ５,６７１万円

居宅介護支援事業（ケアマネジャー）

基本目標
「利用者及びご家族の要望を把握したうえで、専門職として個々の
ニーズに応えられ、残存機能の維持向上に繋がるプランの提案を
目指します」

要介護者や家族の要望をもとに、在宅での介護を支援しています。

具体的には、次のような業務を行っています。

■ケアプランの作成

利用者及びご家族の要望やニーズに合わせたプランを作成します。

■サービス事業者との連絡調整

サービス事業者との連絡調整及びサービス利用状況の確認を行います。

■職員体制 専従職員 ２人

■実績

対象者 延べ利用者数 事 業 収 入

要介護者 ８０１人 ９,４４６,１１０円
（８９０人） （１０,５１２,５１０円）

認定調査 ２５人 ８７,５００円
（２３人） （ ８０,５００円）

計 ８２６人 ９,５３３,６１０円
（９１３人） （１０,５９３,０１０円）

＊（ ）内は前年度実績

（１）利用者の心身の状況及び利用者・ご家族の生活状況
に合わせたプランの提案

①偏りのないアセスメントとニーズの把握

職員間で適時情報・意見交換を行いながら、多様な視点から利用者の全体像を

捉え、広い視野でニーズを把握できるよう努めました。

②課題を意識したモニタリングの継続
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生活課題を意識して援助目標を設定し、利用者の生活状況や利用者及び家族の

意向を確認しながらモニタリングを実施しました。

③家族の介護負担の軽減を図る支援

家族の持っている介護力を適切にアセスメントし必要に応じてサービスの内容

と量の見直しやレスパイトケアを提案し、住み慣れた自宅での生活を継続して

いくための支援を行いました。

（２）利用者とご家族が笑顔で安心して暮らせる支援体制
の強化

①利用者及びご家族との信頼関係の構築

利用者及びご家族双方の状況を理解するように努力するとともに、思いに寄り

そった丁寧な対応を心掛けることで信頼関係が築けるよう努めました。

②変化や異常に迅速に対応し重度化を防ぐ支援

サービス事業所等と利用者の状態の共有を強化し、利用者及びご家族の状況に

合わせた訪問や観察を適切に行うことで、状態悪化を防止できるよう努めまし

た。

（３）経営基盤強化の為の事業収入の増額を目指した取り
組み

①新規利用者の積極的かつ柔軟な受け入れ

新規利用者の依頼を積極的柔軟に受け入れ、適正にサービス提供につながるよ

う努めました。

②関係機関との信頼関係に基づく連携強化

日頃から関係機関との良好な関係づくりを意識しながら、情報の共有や相互理

解など連携強化に努めました。

③制度の理解と法令を遵守した事業運営

制度の理解と法令を遵守する事で適正な事業運営を図りました。

④認定調査の受託

事業収入の増額を図るため積極的に認定調査を実施しました。

地域密着型通所介護事業（デイサービス）

基本目標
「個別的かつ集団的な活動及び他者との交流を通して、楽しみをも
って生活することで意欲的な生活につながるサービス提供を目指
します」

昭和村の通所介護施設「昭和の里」において、送迎、通所により、機能訓練（リハビリ）

や健康チェック、レクリエーション、入浴、食事介助などの介護サービスを行い１日
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を過ごしていただきます。また、外出行事や食レク・創作活動も実施しました。

■営業日 月曜日～土曜日＊年末年始を除く

■サービス提供時間 ９時００分～１７時００分

■利用定員 １８名

■利用料は、介護保険法による利用者に応じた負担です。

■食費（昼食・おやつ）は、１食６００円です。

食費（夕食）は、１食６００円です。

■職員体制

①生活相談員 ３人（兼務有り）

②看護職員 ２人（兼務有り）

③介護職員 ７人（兼務有り）

④機能訓練指導員 ２人（兼務有り）

⑤調理職員 ３人（兼務有り）

■実績

対象者 実利用者 延べ利用者 事 業 収 入

要介護者 ３７１人 ３,４１９人 ３２,９７２,６４０円
（３７０人） （３,１５６人） （３０,２９３,９９７円）

要支援者等 ２０１人 １,３０４人 ７,７３６,２４０円
（１７２人） （１,０９５人） （６,５８２,２６３円）

計 ５７２人 ４,７２３人 ４０,７０８,８８０円
（５４２人） （４,２５１人） （３６,８７６,２６０円）

年間営業日数 一日平均利用者数

３０７日 １５.４人

（２８２日） （１５.１人）

＊（ ）内は前年度実績

（１）利用者ニーズに合った柔軟な受入体制及びプログラ
ムの整備

①利用者及びご家族との信頼関係の構築及び安心して利用出来る環境の整備

利用者やご家族の思いや意向に寄り添った対応を心がけ、信頼関係の構築に務

めるとともに、サービスに幅を持たせることで、利用者ご家族が安心して利用

出来る施設づくりに努めました。また、ご家族との適切な情報共有、安全に活

動できる環境作り等に留意し、安全に活動できる環境作りに取り組みました。

②楽しみを持ち、意欲的な生活につながるサービスの提供

利用者のニーズに合わせたサービス提供を行うとともに、外出事業や食レク等
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生活の中で楽しみの場を提供しました。また、自立した部分を活用し意欲向上

や活動性を高めることのできるプログラムの提供に努めました。

（２）サービスの質と職員資質の向上、職場環境の整備

①職員個々の介護・相談援助技術の向上

積極的に研修に参加し、研修内容を共有することで、職員個々の介護・相談援

助技術の向上を図りました。また、職員相互で情報や技術の共有を図ることで

資質向上に努めました。

②職員間での情報共有及び連携強化と働きやすい環境づくり

日々のミーティング等の中で、利用者の状態や提供したサービス等について情

報共有や意見交換を行い、連携を強化し同じ視点でサービス提供ができるよう

努めました。

③福祉サービス第三者評価の結果に基づくサービス向上の為の改善

福祉サービス第三者評価の結果を職員間で共有し、ミーテイング等でサービス

について検討しました。

（３）地域との連携強化及び地域のニーズに合わせたサー
ビス提供

①運営推進会議の開催など地域住民との連携

地域との連携を強化し、地域の実情に即したサービスを提供することを目的に

運営推進会議を開催するとともに、外出行事や小中学校の福祉教育等の受け入

れなど、地域との交流する機会の提供に取り組みました。

運営推進会議開催数 2回

（４）経営基盤強化の為の事業収入増額を目指した取り組
み

①事業所情報や取り組み等の発信及び関係機関との連携強化

法人ホームページでの活動紹介の実施。定期的にデイサービス新聞を発行し、

居宅介護支援事業へ施設事業内容等の発信をしました。併せて利用者情報の共

有などを密に行い、関係機関との連携強化に努めました。

②制度の理解と法令を遵守した事業運営

必要な加算要件の確認など、法令を遵守した事業運営に努めました。



居宅介護支援事業　

【利用者と事業収入の推移】

年　　度 延べ利用者数 事業収入

平成２７年度 １,５６８人 １９,７８２,０４０円

平成２８年度 １,４５５人 １８,７１９,１１０円

平成２９年度 １,３９０人 １８,０２６,０９０円

平成３０年度 １,３６８人 １７,３３３,６６０円

令和元年度 １,２２８人 １４,３０４,９９０円

令和２年度 １,２３９人 １４,３５１,５４０円

令和３年度 １,２１７人 １３,９０６,５９０円

令和４年度 ９４４人 １１,２３６,５３０円

令和５年度 ９１０人 １０,４４４,３２０円

令和６年度 ９１３人 １０,５９３,０１０円

令和７年度 ８26人 ９,５３３,6１０円

【推移グラフ】
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地域密着型通所介護事業

【利用者数と事業収入の推移】

年　　度 延べ利用者数 事業収入

平成２７年度 ８,８２７人 ６９,５８２,００２円

平成２８年度 8,９７５人 ７１,４４３,２８７円

平成２９年度 ７,７１５人 ６３,３２４,２１１円

平成３０年度 ７,５３２人 ６５,７４７,１０６円

令和元年度 5,７７４人 ４５,９５２,４００円

令和２年度 5,８１４人 ４３,３３２,２６７円

令和３年度 5,１７９人 ４０,０９７,０６９円

令和４年度 ３,７３４人 ３３,２４９,８８８円

令和５年度 ３,８９０人 ３４,８３２,４４０円

令和６年度 ４,２５１人 ３６,８７６,２６０円

令和７年度 ４,７２３人 ４０,７０８,８８０円

【推移グラフ】
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社会福祉法人

昭和村社会福祉協議会


